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第１回羽島市農業委員会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽島市農業委員会 
 



１．開催日時 令和４年１月１１日（火）午後４時～午後５時 

 

２．開催場所 羽島市役所本庁舎３階 ３０１・３０２会議室 

 

３．出席農業委員（１４名） 

１番 西川 ひとみ   ２番 田中 敏信    ５番 大井 幸男 

６番 花村 直良    ７番 森川 朝子   ８番 加藤 正 

９番 時田 昌子   １０番 山田 倉造  １１番 浅野 喜代子 

１２番 服部 春彦   １３番 佐藤 文恵  １４番 宮田 圭  

１５番 大曽根 佳明  １６番 岩田  悟 

   

４．欠席委員(２名) 

   ３番 伊藤 克巳   ４番 石原 晃 

     

５．議事日程 

第１  議事録署名者の指名について 

第２  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

第３  議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ 

                   いて 

第４  議案第３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について 

第５  議案第４号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の決定 

                   について 

 第６  議案第５号 農用地利用配分計画案に対する意見について 

第７  議案第６号 羽島農業振興地域整備計画の変更について 

 第８  議案第７号 農業経営基盤強化の促進に関する基本的な構想の変更につい 

て 

第９  報告第１号 農地法第３条の３の規定による届出報告について 

第１０ 報告第２号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出報告に 

ついて 

第１１ 報告第３号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出報告に 

ついて 

           

６．農業委員会事務局職員及び関係職員 

農政課長 安田 裕治  農政課主幹 山田 哲生  農政課主査 後藤 祐人    

事務局長 柴田 泰宏   局長補佐 横山 健司    農地係長 片山 真理子 

 



７．会議の概要 

 

○事務局長 

 

 

 

 

 

○議  長 

｢本日の出席委員は１６名中１４名であり、在任する委員の過半数に

達しておりますので総会は成立しております。 

それでは、羽島市農業委員会会議規則第４条第１項の規定により、

議長は会長が務めることになっていますので、以降の議事進行を岩田

会長にお願いいたします。」 

 

委員各位に委員会への出席のお礼を述べ、第１回羽島市農業委員会

の開会を宣言する。 

 

第１ 議事録署名者の指名について 

 

○議  長    本日の議事録署名者を指名にて決定する旨を告げ、８番委員及び

９番委員を指名する。 

 
 
 

 

第２ 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

 

○議  長 

 

 

○局長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て』の内、番号１番を上程し、事務局に説明を求める。 

 

「番号１番は、農地の贈与です。申請地は、合計面積は１，５０１

㎡の２筆、農業振興地域内農用地区域内の農地です。 

譲受人は、法人であるため、法人が農地の所有権を取得するために

は、農地法第３条第２項第２号に規定する農地所有適格法人に該当す

ることが必要となります。この農地所有適格法人については、最低経

営面積などの基本的な要件に加えて、法人の主たる事業が農業である

ことや、役員の過半数が農業に従事することといった法人としての幾

つかの要件を満たすことが必要となりますが、申請書類等から、それ

らの要件を満たしていることは事務局において確認しております。 

法人としての要件以外の基本的な要件については、譲受人は、経営

面積が８０アールあり、羽島市の定める別段の面積４０アールを満た

しております。また、申請地は全て事務所の所在地から約１０ｋｍ、

自動車で３０分以内の場所にあり、営農に支障はないものと考えます。



 

 

○議  長 

 

 

 

 

 

○申 請 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

 

○申 請 者 

 

事務局からの説明は以上です。」 

 

「それでは、ここで、申請者の方に入室していただきます。」 

 

（申請者入室） 

 

「それでは、申請者の方は、事業計画等について説明願います。」 

 

「令和２年６月に○○○○を設立しまして、役員○名で運営してお

ります。営農計画書に記載しているとおり、主要な農機具はほとんど

所有しておりますが、乾燥機は所有しておりませんので、その作業は

委託する予定です。申請地を取得する理由は、弊社の役員が所有する

農地を無償で譲り受けるものです。 

また、申請地においては、ポップコーンの原料となる爆裂種のとう

もろこしを栽培する予定です。ちなみに、その種子に関しては、昨年

の１月に商標登録も行っております。とうもろこしを栽培する理由と

しては、弊社は○○市で水稲を栽培しているため、とうもろこしであ

れば作業時期が重ならないこと、また、とうもろこしであればコンバ

イン等の大きな農器具が不要であるため、少し距離があっても営農に

支障がないことが主な理由であります。 

現在は田でありますが、畑に転換した後にハウスを建てて、露地栽

培ではなくポット栽培を行っていきたいと考えております。 

販売に関しては、農協や観光協会、道の駅や高速道路のサービスエ

リアなどで販売していきたいと考えています。 

単収に関しては、１年目はそれほど収穫できないとは思いますが、

徐々に増やしていきたいと考えています。 

将来的には、生産から販売までを自分たちで行う６次産業化を目指

していきたいと考えております。 

 

「申請者に対しまして、何かご質問・ご意見はございませんか。」 

 

「今回の申請に係る取得面積が１，５００㎡であるのに対し、営農

計画では、令和４年度の経営面積が４アールとなっていますが。」 

 

「当初年度は、８ｍ×２５ｍの大きさのビニールハウスを２つ建て

る予定でありますが、徐々に増やしていきたいと考えています。また、



 

 

 

○委  員 

 

 

○申 請 者 

 

○委  員 

 

○申 請 者 

 

 

 

○委  員 

 

 

○申 請 者 

 

○委  員 

 

 

○申 請 者 

 

○議  長 

 

 

 

 

○議  長 

 

 

○委  員 

 

 

○委  員 

今回の申請地だけでなく、他に所有している土地とも併せてやってい

きたいと考えています。」 

 

「申請地の辺りは確か湿田だと思いますが、とうもろこしの栽培に

は適しているのですか。」 

 

「そのため、畑に農地改良する予定です。」 

 

「農地改良の時期はいつ頃を予定されているのですか。」 

 

「できれば令和４年には行いたいと考えておりますが、コロナウイ

ルスの関係で資材が入手できない可能性もありますので、その場合は

翌年以降になるかもしれません。」 

 

「資材が入手できない場合は、今年は雑草等の管理だけを行うとい

うことですね。」 

 

「そうです。」 

 

 「田から畑に転換する際には農業委員会への手続きが必要になるこ

とはご存じですか。」 

 

 「承知しています。」 

 

 「その他、申請者の方に何かご質問はありませんか。無いようでし

たら、ここで、申請者の方には退室していただきます。」 

 

（申請者退室） 

 

 「ただいまの申請者からの説明も踏まえて、何かご質問等はござい

ませんか。」 

 

 「営農計画書に記載されている売上高等の数字についてですが、現

実的でないと思います。」 

 

「減価償却費の金額についても、ここまでの費用は実際にはかから



 

○委  員 

 

 

○委  員 

 

 

○議  長 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

 

 

○局長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

ないでしょうし、ちょっと数字が不鮮明ですよね。」 

 

「もう少し現実的な計画を立ててもらう必要があるでしょう。」 

 

 「営農計画書を現実的な数字で作り直してもらって、再度、次回の

総会において審議を行った方が良いのではないですか。」 

 

 「それでは、採決いたします。議案第１号の内、番号１番について

は、営農計画書を再提出してもらい、次回以降の総会において継続審

議とすることに賛成の方は、挙手をお願いします。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第１号の内、番号１番については、次回

以降の継続審議といたします。」 

 

 続いて、『議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請に

ついて』の内、番号２番を上程し、事務局に説明を求める。 

 

 「番号２番は、農地の売買です。申請地は、面積２９７㎡の１筆、

農業振興地域内農用地区域内の農地です。 

 譲受人は、経営面積が１２９．１アールあり、羽島市の定める別段

の面積４０アールを満たしております。また、申請地は全て自宅から

約１８０ｍの場所にあり、営農に支障はないものと考えます。その他、

農地法第３条の不許可事由には該当せず、許可要件のすべてを満たし

ているものと考えます。 

 以上１件につきまして、ご審議をお願いいたします。」 

 

「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

 

（質問、意見なし） 

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第１号の内、

番号２番について、許可決定することに賛成の方は、挙手をお願いし

ます。」 

 



○委  員 

 

○議  長 

 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第１号の内、番号２番について、許可

決定いたします。」 

 
 
 

 

第３ 議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

 
 

○議  長 

 

 

 

 

○農地係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

『議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する

意見について』を上程し、事務局に説明を求める。 

 

「それでは、事務局に説明を求めます。」 

 

 「番号１番について、転用事業者は申請地を取得して金属回収再生

業資材置場として使用したいとの申請です。 

申請地は、住宅が連たんする区域に近接する第２種農地に分類され

ますが、農地法第５条第２項第２号、『申請に係る農地等に代えて周辺

の他の土地を供することにより、当該申請に係る事業の目的を達成で

きない場合』の規定を適用して許可相当となるものです。 

申請地の北側は雑種地、東側及び南側は道路、西側は田となってお

り、周囲の営農に支障のないようにします。 

続いて、番号２番について、転用事業者は申請地を取得して貸資材

置場及び貸駐車場として使用したいとの申請です。 

申請地は、住宅が連たんする区域に近接する第２種農地に分類され

ますが、農地法第５条第２項第２号、『申請に係る農地等に代えて周辺

の他の土地を供することにより、当該申請に係る事業の目的を達成で

きない場合』の規定を適用して許可相当となるものです。 

申請地の北側及び東側は水路、西側は畑、南側は道路となっており、

周囲の営農に支障のないようにします。 

以上２件についてご審議をお願いします。」 

 

「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

  

（質問、意見なし）  

 



○議  長 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第２号につい

て許可相当として意見を決定することに賛成の方は、挙手をお願いし

ます。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第２号については、許可相当として意

見を決定いたします。」 
 
 

 

第４ 議案第３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について 

 
 

○議  長 

 

 

○局長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

『議案第３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について』

を上程し、事務局に説明を求める。 

 

「番号１番については、申請者は、母親が亡くなり、相続税の納税

猶予を申請するため、適格者証明願を申請されたものです。 

 申請地は、市街化区域内の農地２筆で、面積は合計で１，９１９㎡

であり、現地を確認したところ、適正に管理がされております。 

 次に、番号２番についてですが、被相続人は、父親が亡くなり、

相続税の納税猶予を申請するため、適格者証明願を申請されたもので

す。 

 申請地は、市街化区域内の農地１８筆で、面積は合計で７，５７６

㎡であります。現地を確認したところ、適正に管理がされております。 

以上２件について、ご審議をお願いします。」 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

 

（質問、意見なし） 

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第３号につい

て証明することに賛成の方は、挙手をお願いします。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第３号については、証明することとい



 たします。」 

 

 
 
 

 

第５ 議案第４号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の決定につ 

いて 

 
 

○議  長 

 

 

 

 

 

○農地係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『議案第４号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計

画の決定について』の内、番号１番から５番、７番から１１番、１３

番から２８番を上程し、事務局に説明を求める。 

 

「それでは、事務局に説明を求めます。」 

 

「番号１番について、○○○○が、６６４㎡について、利用権設定

をするものです。 

番号２番について、○○○○が７１２㎡について、利用権設定をす

るものです。 

 番号３番から５番について、○○○○が合計面積３，０５８㎡につ

いて、利用権設定をするものです。 

番号７番から９番について、○○○○が合計面積８，３２７㎡につ

いて、利用権設定をするものです。 

番号１０番について、○○○○が１，１３０㎡について、利用権設

定をするものです。 

番号１１番について○○○○が合計面積２，１８１㎡について、利

用権設定をするものです。 

番号１３番から番号２０番については岐阜県農畜産公社が農地中間

管理機構として合計面積２５，８５８㎡について利用権設定をするも

のです。 

番号２１番から２８番については岐阜県農畜産公社が農地中間管理

機構として借り受けた農地について、地域の担い手等へ転貸借するも

のです。内訳として○○○○が合計面積１９，１２２㎡、○○○○が

合計面積４，６０８㎡、○○○○が合計面積２，１２８㎡借り受けま

す。 

以上２６件についてご審議をお願いします。」 

 



○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農地係長 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

 

（質問、意見なし） 

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第４号の内、

番号１番から５番、７番から１１番、１３番から２８番について、異

議がないものとして意見を決定することに賛成の方は、挙手をお願い

します。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第４号の内、番号１番から５番、７番

から１１番、１３番から２８番については、異議がないものとして意

見を決定いたします。」 

 

続いて、議案第４号の内、番号１２番を上程するが、議席番号○○

番委員に関係する事項があるため、農業委員会等に関する法律第３１

条第１項の規定に基づく議事参与の制限により、当該議案の審議終了

まで退席を命じる。 

 

（○○番委員退室） 

 

「それでは、事務局に説明を求めます。」 

 

 「番号１２番について、○○○○が、合計面積６，５８７㎡につい

て、利用権設定をするものです。 

以上１件についてご審議をお願いします。」 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

 

（質問、意見なし） 

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第４号の内、

番号１２番について、異議がないものとして意見を決定することに賛

成の方は、挙手をお願いします。」 

 



 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第４号の内、番号１２番については、

異議がないものとして意見を決定いたします。ここで、○○番委員の

除斥を解きます。」 

 

（○○番委員入室）」 

 
 
 

 

第６ 議案第５号 農用地利用配分計画案に対する意見について 

 

○議  長 

 

 

○農地係長 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

『議案第５号 農用地利用配分計画案に対する意見について』を上

程し、事務局に説明を求める。 

 

 「番号１番から９番については、耕作者であった○○○○が亡くな

られ、子である○○○○が経営を引き継ぐことにより付け替えをする

もので、合計面積は１４，７６２㎡です。 

以上９件についてご審議をお願いします。」 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

  

（質問、意見なし）  

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第５号につい

て、異議がないものとして意見を決定することに賛成の方は、挙手を

お願いします。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第５号については、異議がないものと

して意見を決定いたします。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

第７ 議案第６号 羽島農業振興地域整備計画の変更について 

 

○議  長 

 

 

○農政課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

『議案第６号 羽島農業振興地域整備計画の変更について』を上程

し、事務局に説明を求める。 

 

 「最初に、議案書の提出経緯についてご説明いたします。令和３年

５月末に農振農用地の除外申請を締め切り、書類等の精査を行ったう

えで、６月２４日、関係部局により、農振除外の申請者の意見聴取を

実施いたしました。 

その後、１２月２０日に開催された羽島市農業政策推進協議会おい

て承認されましたので、今回、農業振興地域の整備に関する法律施行

規則第３条の２第２項の規定に基づき、農業委員会の意見をお聞きす

るものであります。 

それでは、資料に基づき順にご説明いたします。 

番号１について、除外理由は、申出人の母親が所有する土地に分家

住宅を建築するものです。土地所有者は申請地以外に５筆ほど土地を

所有されていますが、いずれも集団的農地の中に位置する農地である

ため、この申請地を選定されました。 

除外の要件として、目的の必要性・緊急性があること、用地の代替

性がないこと、集団的優良農地の確保に支障がないこと、周辺農用地

の利用集積に支障がないこと、土地改良施設の機能に支障がないこと

について検討した結果、除外は適当であると判断をしております。 

続いて、番号２について、除外理由は、○○○○による携帯電話の

基地局を設置するものです。 

認定電気通信事業者の行う中継施設の設置又は管理に伴う農用地区

域内の開発行為については、国からの通知により、農地転用の許可を

要しないものとされているところでありますが、また、整備計画の変

更におきましても、公益性の特に高いと認められる施設に該当し、事

業実施が確実となった完成後に農用地の変更をするとされており、先

ほどの分家住宅のような除外の要件を満たす必要はありません。基地

局については計画どおり既に完成していることを確認できたため、今

回除外をするものです。 

 それではご審議の程、よろしくお願い申し上げます。」 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 



 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

  

（質問、意見なし）  

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第６号につい

て、異議がないものとして意見を決定することに賛成の方は、挙手を

お願いします。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第６号については、異議がないものと

して意見を決定いたします。」 

 
 
 

 

第８ 議案第７号 農業経営基盤強化の促進に関する基本的な構想の変更について 

 

○議  長 

 

 

○農地係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『議案第７号 農業経営基盤強化の促進に関する基本的な構想の変

更について』を上程し、事務局に説明を求める。 

 

 「今回の基本構想の変更は、県の「基本方針」が令和３年４月に変

更されたことにより、見直しを行うものです。 

主な変更点について、ご説明いたします。 

「第１ 農業経営基盤の強化の促進に関する目標」の４について、

農業経営者を支援する農業経営基盤強化促進事業として平成３１年１

月に新しく創設された収入保険制度について追記しました。 

同じく「第１ 農業経営基盤の強化の促進に関する目標」の５にお

いて、ぎふクリーン農業に関する記述がありましたが、ぎふクリーン

農業表示制度は令和５年度末をもって廃止する方針が示されています

ので、関連する記述について削除しています。 

次に、「第３ 効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地

の利用の集積に関する目標その他農用地の利用関係の改善に関する目

標」の利用集積率目標について、「現在（令和２年度）」の数値を３２．

１％と令和２年度末の数値に更新しております。 

次に、「第４ 農業経営基盤強化促進事業に関する事項」の「⑥ そ

の他農業経営基盤の強化を促進するために必要な事業」のイの部分に、

従前は集落営農組合に対する法人化支援についての記述がありました



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議  長 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

 

○委  員 

 

○議  長 

 

 

が、現在は市内のほぼ全ての集落営農組織が法人化されていることを

鑑み、当該記述を削除しております。 

次に、別紙２についてですが、利用権設定等の内容について定めて

あります。①存続期間については、従前は原則として５年としていま

したが、現在の利用権設定の実情を鑑み原則１０年間に変更していま

す。 

また、本文３２ページ以降、別記様式が記載されていますが、それ

ぞれの様式において押印を廃止する変更を行っております。 

主な変更点については以上のとおりとなります。ご審議をお願いい

たします。 

 

 「ただいまの説明について、何かご質問等はございませんか。」 

  

（質問、意見なし）  

 

「ご発言も無いようですので、 採決いたします。議案第７号につい

て、異議がないものとして意見を決定することに賛成の方は、挙手を

お願いします。」 

 

（挙手、多数） 

 

「賛成が多数ですので、議案第７号については、異議がないものと

して意見を決定いたします。」 

 
 
 

 

第 ９ 報告第１号 農地法第３条の３の規定による届出報告について 

第１０ 報告第２号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出報告につ 

          いて 

第１１ 報告第３号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出報告につ 

          いて 

 

○議  長 

 

 

 

『報告第１号 農地法第３条の３の規定による届出報告について』、

『報告第２号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出

報告について』、『報告第３号 農地法第５条第１項第７号の規定によ

る農地転用届出報告について』を一括上程し、事務局に報告を求める。 



 

○局長補佐 

 

 

○議  長 

 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、会議時間の短縮を図るため、

説明は省略させていただきたい旨述べる。 

 

 本日の議事が全て終了した旨を述べ、会議の閉会を宣言する。 
 
 

 

 

 

 


